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第 73回九州地区大学体育大会役員 

※2023年度の開催時には異動（交代）等により学長名等、変更となる場合があります。 

 

大会名誉会長   九州地区大学体育協議会会長  九州大学総長       石 橋 達 朗 

  

大会会長     福岡教育大学         学長   飯 田 慎 司 

 

大会副会長    福岡教育大学         学長   飯 田 慎 司 

         福岡女子大学         学長   向 井   剛 

         福岡県立大学         学長   柴 田 洋 三 郎 

         九州産業大学         学長   北 島 己 佐 吉 

         福岡工業大学・短期大学部   学長   村 山 一 

         近畿大学産業理工学部     学部長       日 髙  健 

         近畿大学九州短期大学     学長   金   俊 華 

 

大会実行委員長  福岡教育大学         副学長          石 丸 哲 史  

大会事務局長   福岡教育大学         学生課長         北 村  要 
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準硬式野球競技 トーナメント表 
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準硬式野球 当番大学一覧 

 

 

 

 

 

 

  

19日（月）

球場 試合 開始時間 三塁側 当番校

① 第一試合 9:00 VS 佐賀大学 西南学院大学

② 第二試合 11:30 VS 東海大学九州キャンパス ①の勝者

③ 第三試合 14:00 VS 長崎県立大学 東海大学九州キャンパス

④ 第一試合 8:00 VS 久留米大学 福岡教育大学

⑤ 第二試合 10:30 VS 長崎国際大学 ④の勝者

⑥ 第三試合 13:00 VS 熊本学園大学 長崎国際大学

20日（火）

球場 試合 開始時間 三塁側 当番校

⑦ 第一試合 9:00 VS ②の勝者 ③の勝者

⑧ 第二試合 12:00 VS 福岡大学 ⑦の勝者

⑨ 第一試合 9:00 VS ⑤の勝者 ⑥の勝者

⑩ 第二試合 12:00 VS 九州産業大学 ⑨の勝者

21日（水）

球場 試合 開始時間 三塁側 当番校

⑪ 第一試合 9:00 VS ⑧の勝者 ⑨の勝者

⑫ 第二試合 12:00 VS ⑩の勝者 ⑪の勝者

⑬ 第三試合 15:00 VS ⑫の勝者 近畿大学産業理工学部

※上記日程での大会開催を予定していますが、日程・試合時間共に厳しい予定となっています

また梅雨時期でもあり、雨天他グラウンドコンディション不良等のため複数試合順延が続き決勝までの予定を消化できない場合は

大会を中止させていただくことがありますので、ご了承ください。

⑪の勝者

④の勝者

⑥の勝者

一塁側

⑦の勝者

⑨の勝者筑豊緑地

筑豊緑地

中間市

仰木彬

野球場

筑豊緑地

宮若光陵

グリーン

一塁側

近畿大学産業理工学部

西南学院大学

九州国際大学

福岡工業大学

福岡教育大学

志學館大学

①の勝者

一塁側

③の勝者
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準硬式野球 （要綱） 

（競技担当校：近畿大学産業理工学部・近畿大学九州短期大学） 

１．期 日  令和５年６月１９日～２１日 予備日 ６月２２日 ２３日 

２．会   場  筑豊緑地野球場（ 福岡県飯塚市仁保８−２５） 

          ６月１９日 ２０日 ２１日 予備日・２２日 ２３日 

          中間市仰木彬記念球場（福岡県中間市垣生６７０−１） 

          ６月１９日 

宮若光陵グリーンスタジアム（福岡県宮若市磯光１６６８-２） 

          ６月２０日 予備日２１日 ２２日 ２３日 

３．チーム編成  (1)1 大学１チーム、監督１名、コーチ３名以内、選手２５名以内とする。 

(2)九体協加盟校である２以上の大学が統合した場合、統合後も同一大学か

ら別々の団体として出場できるものとする。 

(3)九体協から公認を受けている団体については、１大学から２団体までの

出場を認める。 

  ただし、大会運営に支障をきたすと思慮される場合は、評議員会の承認

を経て、出場団体数を制限することができるものとする。 

(4)登録後の変更は認めない。 

４．競 技 方 法  トーナメント戦 

５．抽 選  抽選は競技担当校の責任抽選とする。 

６．規 則  現行の全日本大学準硬式野球連盟規則及び大会申し合わせによる。 

７．表 彰  第３位までとする（３位決定戦は行わない）。 

８．代表者会議  予定なし。ただし、必要な場合は追って連絡する。 

９．そ の 他  (１)開会式は行わない。 

        (２)雨天順延は２日とする。 
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競技運営に関すること 

１ 登録に関すること 

（1） 監督１名、コーチ３名以内、選手２５名以内とする。 

（2） ２５名以外の出場を認めない。 

 

２ 試合に関すること 

（1） DH 制（指名打者）を認める。 

（2） ダグアウト（ベンチ）はトーナメント表の左側のチームを一塁側とする。 

（3） ベンチ入りは監督１名、コーチ２名以内、選手２５名以内及び部長、スコアラー、マ

ネージャー各 1名とする。 

（4） 第１試合目のチームは開始３０分前に、第２試合目以降のチームは前の試合の７回終

了時に主将が先発メンバー表３部、アナウンス用メンバー表１部を本部に提出するこ

と。 

メンバー表に誤記があった場合、試合前には変更を認めるが、試合中に明らかになっ

た場合、当該選手の出場を認めない。 

（5） 試合の成立およびコールドゲームの適応について 

① 試合の成立は５回以降とし、コールドゲーム以外は９回まで行う。 

② ９回を終えて同点の場合は特別延長戦を行う。特別延長戦は以下のように行う。 

１．無死１.２塁で１イニングを行い、得点の多いチームの勝ちとする。 

２．打順は前の回からの継続とする。走者は最初の打者の前２人とする。 

ただし投手、捕手は外してもよい。 

３．勝敗が決しない場合はさらに継続打順でこれを繰り返す。 

４．選手の交代は通常と同じとする。 

③ 次の場合は試合成立とする。 

（ア） ５回終了時に雨天などで試合続行が困難な場合はその時点で勝っていたチームの

勝利とする。 

（イ） ５回まで試合ができなかった場合は、翌日に試合をすることとする。 

主務などを通じて詳細は説明する。 

（6） ５回以降に１０点差、７回以降に７点差が生じた場合にコールドゲーム適応する。た

だし決勝戦のみコールドゲーム適応除外とする。 

① 日没や降雨その他の事情で試合を中止するなど大会運営を変更する場合や大会運営

に関し不明点が生じた場合は、担当大学で協議し決定する。 

② 小雨の場合、球場の使用が可能な限り試合を開始あるいは続行する。 

③ 順延あるいは開始を遅らせての実施、または球場を変更しての実施等の判断があるの

で、勝手な判断はせず、担当大学からの連絡を待つこと。 
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（7） 試合中、関係者・部外者にかかわらず、ベンチの外からのあらゆる情報や助言を得る

事を禁ずる。 

（8） 投手は、捕手、内野手、審判員からボールを受けた後、走者がいない場合には１２秒、

走者がいるときには２０秒以内に投球しなければならない。違反した場合、球審は１

度警告を発することとし同一の投手が２度繰り返したら２度目からはその都度ボール

を宣告する。なお塁に牽制球を送球したときは２０秒計時をリセットする。 

 

３ 試合当番に関すること 
（1） 一試合目の当番校は二試合目の一塁側ベンチが行う。二試合目の当番校は一試合目の

勝利チームとする。三試合目の当番校は、二試合目の三塁側ベンチが行う。なおチー

ム事情により当番校の変更希望などがあれば、事務局で検討し変更することがある。 

（2） 当番校は原則として以下の人数を配置すること。 

① グラウンドに内野ボールボーイ２名 外野ボールボーイ２名 

※ジャージでランニングシューズを履き、ヘルメット着用。 

② スタンドに数名（４人ほど） 

③ 放送室に、スコアボード操作１名 場内アナウンス１名（※MGがいなく行えない場

合は連絡をすること） 

④ グラウンド整備のため約１０名。 

（3） 試合開始前のシートノック終了後と５回終了後にグラウンド整備を迅速に行うこと。 

（4） 必要に応じて水まきも行う。 

（5） 試合終了後は両校がグラウンド整備を行う。マウンドとバッターボックスの穴埋めも

行う。 

（6） 本部からの業務要請に協力すること。 

① 一試合目の当番校は試合前の準備があるので、試合４５分前には会場入りする

こと。 

② ３回、５回、７回に審判員へお茶出しする。 

 

４ ユニフォーム及び服装に関すること 

（1） ヘルメットはひび割れや欠損のないよう両耳付きを使用すること。また、フェイスガ

ード付きヘルメットの使用を認める（製品安全協会が示した２０２１年６月以降の製

品で安全確認がとれたもの）打者と次打席並び両ランナーコーチャーは必ずヘルメッ

トを着用する。許可を得て女子マネージャーがグラウンドに出る場合も必ず着用す

る。ボールボーイ４名着用すること。 

（2） 捕手はヘルメットとマスクを着用し、危険防止のためスローガード及びセーフティカ

ップ着用を義務つける。投球練習を受ける際はいかなる場合においても完全装備とす

る。シートノック時も同様である。捕手の装備は少なくとも２組準備しなければなら

ない。 

（3） 打者のレッグガードやエルボガードの着用を認める。ただし守備側に支障のない配色

とする。サングラスやリストバンドは用具の一つとしての着用を認める。（ファッシ
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ョンとしての使用は認めない）スリープガードはアンダーシャツと同様を基本とす

る。黒や紺を認める。 

（4） ベンチ持ち込みのメガホンは１個とし監督やコーチ主将の指示に限って使用できる。 

（5） 服装や身だしなみについて 

① 茶髪や長髪、ひげを禁ずる。 

② 試合に不必要な装身具（ネックレス・ブレスレット・ピアス・透明ピアス）を着用

しない。 

③ 当番校としてグラウンド整備をしたり、ボールボーイの任務に就いたりするときは

運動服（ジャージ）と運動靴（ランニングシューズ）で着帽のこと。ハーフパンツ

の着用は認めない。 

④ ベンチ入りするマネージャーやスコアラーの服装はジャージ等運動に適した服装で

運動靴を履くこと。グラウンドに出るときは必ずヘルメットを着用すること。 

※上記の件に違反している場合は、当該選手のベンチ入りを禁ずる。 

 

５ マナーや安全に関すること 

（1） シートノックの補助要員はヘルメットを着用しなければならない。 

（2） 相手チームに対する聞き苦しい野次は禁止する。審判への野次は厳禁とする。 

（3） 走塁に関するアピールを除き、審判の裁定に対する質問や訂正を求めるためのアピー

ルは、監督、（主将を含む）または監督代行者に限る。 

（4） 投手のベンチ前キャッチボールのみ相手する選手がヘルメットを着用することを条件

に認める。 

（5） 球場周辺でのキャッチボールや素振りは禁止する。 

（6） 喫煙は所定の場所で行い、ユニフォーム姿での喫煙は禁止する。（上着を着た状態で

も禁止） 

（7） 各大学はゴミを放置することなく持ち帰る等適切に処理すること。 

（8） 最終試合終了後、両校はグラウンド整備やベンチ内及び選手通路の清掃を行うこと。

またブルペンや素振りの場所も整備を行うこと。 

（9）  

６ 試合のスピード化に関すること 

（1） 申告敬遠を導入する。申告は監督、または代行者に限る。 

（2） 「社会人及び大学野球における試合のスピードアップに関する特別規則」を適用す

る。 

（3） 野手間のサイン交換は遅延行為にならない程度は可とする。 

（4） 本塁打を迎える場合もベンチ内とする。 

（5） 試合時間が予定より遅れている場合のみ、次の試合の先発バッテリーに限り 7回以降

のブルペン使用を認める。 

（6）  

７ その他 

（1） 使用球は、ナガセケンコーボールを使用する。 

 

 


